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最
低
基
蓼
・
一
般
財
源
化
・
幼
優
一
体
化

　
新
た
な
保
育
制
度
を
め
ぐ

り
、
昨
年
末
か
ら
保
貪
所
最

低
基
準
の
見
直
し
や
一
般
財

源
化
、
幼
保
一
体
化
の
問
題

が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
問
題
は
今
年
度
、
一

定
の
決
潰
を
み
た
も
の
が
あ

る
も
の
の
、
そ
の
動
向
に
は

来
年
度
以
降
も
注
視
が
必
要

で
す
。

　
以
下
、
昨
年
か
ら
こ
れ
ま

で
の
動
き
を
振
り
返
り
、
今

後
の
動
向
を
ま
と
め
て
・
み
ま

し
た
。
量
⑤
⑤
⑨
］

　
一
括
法
を
今
国
会
に

　
保
育
所
最
低
基
準
に
つ
い

て
は
、
1
2
月
1
5
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
地
方
分
担
改
革

推
進
計
画
」
で
最
低
基
準
を

地
方
自
治
体
の
条
例
に
委
ね

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
保
育
士
の
配
置
基
準

や
保
育
室
の
面
積
基
準
、
保

育
の
内
容
、
調
理
室
な
ど
は

「
従
う
べ
き
基
準
」
と
し
て

国
が
示
す
基
準
以
下
に
は
設

定
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
注
視
が
必
要

　
た
だ
、
そ
の
他
の
設
備
や

運
営
に
関
す
る
基
準
は
「
参

酌
す
べ
き
基
準
」
と
さ
れ
、

自
治
体
に
定
の
裁
量
か
与

え
ら
れ
、
ま
た
、
東
京
な
ど

一
郎
の
都
市
部
に
限
り
、
待

機
児
童
解
消
ま
で
の
一
時
的

団
田
圃
と
し
て
保
育
室
な
ど
の

面
積
早
早
は
「
標
準
」
と
さ

れ
、
条
件
を
満
た
せ
ば
弾
力

化
で
き
る
裁
量
が
自
治
体
に

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
必
要
な
法
整
備
を

ま
と
め
た
。
括
法
を
今
通
常

国
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
法
整
備
の
中
で
「
東
京

等
の
一
部
の
区
域
」
は
ど
こ

か
、
「
時
的
措
置
」
は
い

つ
ま
で
か
な
ど
の
詐
細
か
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
唇
西

　
再
浮
上
の
可
能
性
も

　
子
ど
も
手
当
の
財
源
を
め

ぐ
り
1
2
月
４
ロ
、
全
額
国
費

で
負
担
す
る
代
わ
り
に
保
育

所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
か

推
察
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

刺
し
、
一
般
財
深
化
に
よ
る

地
域
間
格
差
が
生
じ
る
二
Ｉ
と

な
ど
の
懸
念
か
ら
、
全
国
保

育
協
議
会
、
全
国
私
立
保
育

園
遥
慰
、
日
本
保
育
協
会
は

陳
情
や
緊
急
集
会
を
通
じ
反

対
の
声
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
手
当
は

「
所
要
額
を
平
成
2
2
年
度
予

算
に
計
上
」
と
な
り
、
見
送

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
2
3
千
度
以
降
の
子
ど
も
手

当
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、

幼
保
一
体
化
な
ど
を
含
む
新

た
な
炭
肺
代
育
成
支
援
刻
策

を
進
め
る
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
」

と
地
域
主
権
を
進
め
る
ー
地

域
主
権
戦
略
会
議
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
2
3
年
度
予
算
編
成
過
程

で
再
度
、
一
般
財
悪
化
問
題

が
浮
ト
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
匯
ほ
囲

2
3
年
度
に
法
案
化
へ

　
。
明
日
の
安
心
と
成
長
の

た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」

１
２
月
８
日
に
ま
と
ま
り

た
が
、
そ
の
巾
の
「
制

規
制
改
革
」
項
目
と
ヽ

un
て・しが

「
幼
保
一
体
化
を
含
め
た
保

育
分
野
の
制
度
・
規
制
改
革
」

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
口
月
3
0
日
に
は

ー
幼
保
一
体
化
を
含
む
各
種

制
度
・
規
制
の
見
直
し
に
よ

る
多
様
な
事
業
仁
体
の
参
入
」

を
盛
り
込
ん
だ
「
斯
成
長
戦

略
～
犀
き
の
あ
る
日
本
へ
～
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
新
成
長
戦
略
’
に

は
①
幼
保
一
体
化
の
扮
進
②

利
川
者
本
位
の
保
育
制
度
に

向
け
た
抜
本
的
な
改
革
③
多

様
な
事
業
主
体
の
参
入
促
進
－

な
ど
に
よ
っ
て
保
育
の
多
様

化
と
量
的
社
人
を
図
り
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
待
機
児
童

を
解
消
す
る
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
緊
急
経

済
刻
策
」
と
リ
ン
ク
す
る
部

分
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
５
年
間
の
子
育
て
支

担
策
や
目
標
値
を
ま
と
め
た

「
子
ど
も
・
7
.
育
て
ビ
ジ
ョ

ン
」
（
１
月
2
9
目
閣
議
決
定
）

で
も
幼
保
一
体
化
が
示
さ
れ

て
お
り
、
今
年
前
半
を
目
途

に
検
判
が
進
め
ら
れ
、
平
成

2
3
年
度
に
法
案
化
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
ま
だ
ま
だ
牛
透

明
な
状
態
で
す
が
、
保
育
の

分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
「
か
む
」
を

辞
書
で
ひ
く

と
、
①
咬
む

②
噛
む
③
嘔

む
ー
が
あ
り

ま
し
た
。
音

は
ど
れ
も
同

じ
で
、
①
の
「
咬
む
」
は
顎
の

力
で
咬
み
砕
く
、
②
の
「
噛

む
」
は
卜
下
の
肯
で
噛
み
回

る
、
③
は
臼
の
よ
う
に
槌
り

つ
ぶ
す
と
い
う
イ
メ
し
ジ
。

少
々
難
解
で
す
が
、
そ
の
う

え
に
「
阻
聯
す
る
」
と
い
う
Ｉ
．
一
固

葉
も
あ
り
、
こ
れ
は
①
②
③

の
総
合
的
な
動
き
で
し
ょ
う

う
な
気
配
で
す
。

　
ま
た
、
絵
文
字
や
単
純
な

言
語
で
、
そ
の
浅
い
会
話
が

主
流
と
な
り
、
刻
人
力
低
下

も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ら
に
は
食
事
の

咀
萌
力
と
言
語
咀
嘔
力
双
方

の
向
上
を
図
り
、
よ
り
良
い

人
生
の
基
礎
を
築
い
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
編
集
委
昌
こ
ご
Ｓ
）
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人と人をつなぐ“龍馬精神”に学ぶ

Ｆ
レ
ー
ー
ト
」

一高知の県立坂本龍馬記念館で園長研修会
l 、

　
保
育
部
会
の
園

長
研
修
会
を
１
月

2
6
、
2
7
日
の
２
口

間
、
高
知
県
高
知

市
で
開
催
し
ま
し

た
。
　
初
口
は
、
桂
浜

に
面
し
か
「
高
知

県
立
版
本
龍
馬
記

念
館
」
で
研
修
・

見
学
を
行
い
ま
し

た
。
記
窓
前
は
総

ガ
ラ
ス
張
り
、
太

平
洋
の
海
原
を
１

８
０
炭
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
眺
望
で
す
。
学
芸
‥
貝
か
ら

幕
末
の
志
士
、
坂
本
龍
馬
が

生
き
た
時
代
背
景
や
人
間
性
、

ど
の
よ
う
な
功
絹
の
あ
る
人

物
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
坂
本
龍
馬
は
１
８
３
５
年

（
天
保
６
年
）
に
高
知
城
下
、

耶
十
坂
本
八
平
の
次
男
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
か
、
高
知

に
お
け
る
武
家
社
会
で
の
差

別
的
な
状
況
下
で
脱
藩
。
そ

の
後
、
勝
海
苅
に
弟
子
入
り

を
し
て
か
ら
、
１
８
６
７
年

（
慶
応
３
年
）
に
京
都
「
近

江
屋
」
の
２
階
で
刺
客
に
襲

わ
れ
闘
死
す
る
ま
で
の
５
年

間
に
。
海
軍
塾
創
設
」
、
長

崎
で
の
ー
亀
山
社
中
」
結
成
、

当
時
不
仲
の
薩
摩
と
長
州
に

手
を
結
ば
せ
た
「
薩
長
同
盟
」
、

日本の偉人をバックに

さ
ら
・
に
武
力
倒
幕
を
避
け
大

政
奉
還
路
線
で
幕
府
政
治
を
’

終
わ
ら
せ
る
な
ど
数
々
の
功

紀
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
ま
た
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
を
得
意
と
し
た

人
物
で
あ
っ
た
と
聞
き
、
そ

の
精
神
の
大
切
さ
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
没
後
１
５
０
年
近
く
経
っ

た
現
在
で
も
、
龍
馬
な
ら
自

分
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
と
い

う
思
い
に
駆
ら
れ
、
桂
浜
に

建
つ
坂
本
龍
馬
像
に
会
い
に

来
る
若
者
が
絶
え
な
い
の
は
、

そ
の
よ
う
な
龍
馬
の
牛
き
ざ

ま
に
魅
了
さ
れ
て
い
ろ
か
ら

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
龍
馬
の
功
績
の
一
つ
に
、

本
家
「
才
谷
琶
」
の
血
筋
か

ら
か
商
才
か
お
り
、
倒
幕
へ

向
け
て
の
資
金
作
り
に
奔
走

し
成
功
さ
せ
て
い
る
姿
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。
何
事
を
成

す
に
ち
資
金
を
必
要
と
す
る

の
は
現
代
も
変
わ
ら
ず
、
福

祉
の
社
会
で
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
も

参
考
と
な
る
部
分
を
感
じ
収

り
ま
し
た
。

　
龍
馬
の
魅
力
を
今
に
伝
え

る
記
念
館
の
展
示
物
に
は
、

姉
乙
な
宛
の
手
紙
な
ど
河
油

も
の
Ｆ
紙
が
現
存
、
か
わ
い

ら
し
い
一
面
も
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
日
日
は
高
知
城
を
見
学

し
ま
し
た
。
石
段
を
上
り
つ

め
た
上
に
建
つ
天
守
閣
と
本

丸
正
殿
は
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
歴
史
的
な
風
格
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
守

閣
ぱ
６
階
建
て
（
高
さ
1
8
・

５
メ
ー
ト
ル
）
。
階
段
は
非

常
に
急
で
登
り
づ
ら
い
で
す

学芸員の話に耳を傾ける参加者たち

心‾＝1

が
、
い
ち
ば
ん
卜
か
ら
は
城

ド
を
一
望
、
藩
主
山
内
一
即

の
気
分
を
ほ
ん
の
少
し
味
わ

え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
香
美
心
立
「
や

な
ぜ
か
か
し
記
念
館
」
　
と

「
土
佐
闘
犬
セ
ン
タ
ー
｀
の

　
一
手
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
見

学
。
「
や
な
廿
た
か
し
記
念

館
」
（
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

グ
ア
ム
と
絵
本
館
）
は
、
子

ど
も
だ
ち
か
人
好
き
な
ア
ン

、
’
／
５
１
？

バ
ン
マ
ン
の
世
界
を
存
分
に

楽
し
め
、
ヮ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
絵
や
絵
本
の
世
界
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
大
と
人
と
の
っ
な
が
り
」

の
大
切
さ
を
感
じ
、
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
で
先
人
た
ら
の

活
躍
の
申
に
現
代
の
私
た
ち

が
す
べ
き
こ
と
を
考
え
る
機

会
を
得
ら
れ
た
充
実
し
た
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
編
年
委
員
Ｍ
・
Ｋ
）

　
　
「
保
育
園
に
お
け
る
地
域
　
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

貢
献
事
業
」
に
つ
い
て
、
事
　
し
た
。

例
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
　
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
地
域
貢

シ
ョ
ン
な
ど
が
２
月
1
4
目
と
　
献
事
業
推
進
委
員
会
か
ら
篠

圓
2
3
日
に
ぞ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
と
意
見

交
換
会
（
２
月
1
4
目
）

は
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

大
阪
で
開
催
の
『
先

進
的
福
祉
活
動
セ
ミ

ナ
ー
』
で
行
わ
れ
ま

し
た
（
５
面
に
記
事
）
。

　
ド
ー
ン
セ
ン
ク
ー

で
開
か
れ
だ
『
福
祉

と
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

（
２
月
2
3
目
、
主
催
・

大
阪
府
社
賂
、
福
祉

●地域貢献事業推進委員会●

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
）
で
は
、
地
域
で
取
り

組
む
了
育
て
支
援
の
ま
ち
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

に頂飯頭言痙⑤誤

ド………1…………………=徊必迦IS引眉鰹

崎
直
人
委
員
（
保
育

園
平
和
の
園
）
が
参

ま
し
た
。

　
保
育
部
会
と
地
域

貢
献
事
業
推
進
委
員

会
で
は
、
事
業
を
よ

り
発
展
さ
せ
、
よ
り

多
く
の
方
に
參
業
の

周
知
を
図
る
た
め
、

今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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木
市

－
－
こ
ど
も
の
園
敬
愛
保
育
園

「
Ｅ
～
だ
い
む
」
な
ど
個
性
伸
ば
す
フ
ロ
ヴ
ー
フ
ム

ー
時
保
育
や
病
後
児
保
狗
で
慟
く
保
護
者
支
援

　
こ
ど
も
の
園
敬
愛
保
育
園

は
Ｊ
Ｒ
茨
水
駅
の
す
ぐ
近
く
、

エ
キ
ス
ポ
ロ
ー
ド
洽
い
に
・
リ

地
し
、
ピ
エ
ロ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
か
目
印
。
開
園
・
し
年
目
、

定
員
１
２
０
名
の
保
育
園
で

す
。
　
仏
の
教
え
に
基
づ
く
「
心

を
育
て
る
保
育
」
を
実
践
。

押
し
付
け
で
は
な
く
自
分
の

力
で
気
づ
く
保
育
、
人
ひ

と
り
の
成
長
を
大
切
に
し
た

保
育
、
よ
い
保
育
は
よ
り
よ

い
環
境
か
ら
ー
を
保
育
方
針

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
囮
児
た
ち
の
成
長
を
考
え
、

　
花
ま
つ
り
、
花
見
遠
足
、
収

　
積
遠
足
（
い
ち
ご
狩
り
や
み

　
か
ん
狩
り
）
、
移
動
動
物
園
、

　
宿
泊
保
育
で
雪
遊
び
な
ど
凹

　
季
の
変
化
や
自
然
に
触
れ
る

　
こ
と
を
大
事
に
さ
れ
て
い
ま

　
す
。

　
　
ま
た
、
常
に
生
き
生
き
し

　
た
園
生
活
を
過
ご
せ
る
経
験

　
と
は
何
か
９
・
を
為
え
、
絵
画
、

　
造
形
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
、

　
か
ず
、
こ
と
は
遊
び
、
ハ
ー

　
ト
プ
レ
イ
（
心
の
遊
び
）
、

　
体
育
遊
び
な
ど
、
楽
し
み
な

　
　
が
ら
個
性
を
伸
ば
す
プ
ロ

　
　
ダ
ー
フ
ム
も
多
く
み
ら
れ
ま

　
　
し
た
。

　
　
　
今
千
度
か
ら
、
国
際
＝

む
ミ
こ
Ｉ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
犬

紅
切
さ
を
伝
え
る
た
め
「
Ｅ

一
　
～
た
い
む
（
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｌ

に
一
　
ｓ
ｈ
で
遊
ぼ
う
’
・
ご
を

師
導
入
。
歌
や
遊
び
を
通
し

四
て
、
楽
し
く
白
砂
に
態
諧

英
が
芽
に
つ
く
取
り
組
み
を

　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
十

　
　
の
資
質
向
ト
に
向
け
た
研

　
　
修
も
数
多
く
、
勉
強
の
日
々

　
　
だ
そ
う
で
す
。

　
当
囮
は
一
時

保
育
も
多
く
、

育
児
相
談
な
ど

地
域
貢
献
の
役

目
も
担
わ
れ
て

い
ま
す
。
茨
木

市
初
の
病
後
児

保
西
京
を
俑
殷
。

市
内
の
１
歳
児

ク
ラ
ス
以
上
の

回
復
扁
に
向
か
っ

て
い
る
了
ど
も

た
ち
を
預
か
り
、

働
く
保
護
者
の

支
援
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
保
護
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
す
シ
ョ

ン
を
大
切
に
、

ｒ
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
環
境
を
保
て

る
よ
う
努
力
を

さ
れ
て
い
る
保

育
園
で
し
た
。

　
（
編
集
委
‥
販

　
　
Ｍ
・
Ｋ
）
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保育園を
　　　たずねて⑩盾咄S回
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た
ち
ば
な
東

保
育
園
は
こ
の

券
、
公
立
民
営

化
６
年
口
を
迎

え
、
設
立
当
初

の
園
児
も
巡
。

民
営
移
管
に
際

し
「
運
営
内
容

を
急
に
変
え
な

い
で
欲
し
い
」

と
の
要
望
か
お

る
中
、
少
し
ず

つ
園
の
独
自
性

を
打
ち
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
守
口
市
の
東

端
（
寝
屋
川
市

と
の
腕
）
に
あ

り
、
定
‥
日
７
０

５
人
。
保
育
目

標
に
「
感
性
豊

か
な
子
ど
も
、

意
欲
を
も
つ
ゴ

守
口
市

た
ち
ば
ー
な
東
保
育
園
〕

５
歳
完
に
Ｉ
フ
ヴ
ヒ
ー
指
導
で
几
Ｉ
几
励
遥
宛
て
る

「
子
恟
で
カ
ワ
ン
む
リ
ン
ヴ
」
実
施
し
地
域
支
援

ど
も
、
た
く
ま
し
い
身
体
づ

く
り
、
自
分
で
考
え
て
行
動

で
き
る
子
ど
も
」
を
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
保
育
で
は
、
○
～
２
歳
児

は
「
集
団
よ
り
個
「
教
育

よ
り
養
護
」
に
比
重
を
朧
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

乳
児
に
は
育
児
担
当
制
を
採

用
、
園
児
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
～
５
歳
児
は
「
集
団
で

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
生
か

す
機
会
を
多
く
持
つ
」
の
が

保
育
分
割
で
、
そ
の
一
つ
に
、

５
歳
児
に
ぱ
「
ラ
グ
ビ
ー
」

を
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
チ
は
体
育
講
師
で
、
幼

児
ク
ラ
ス
の
運
動
遊
び
と
ラ

グ
ビ
ー
を
隔
週
で
指
導
。
そ

の
目
的
は
ー

　
「
ル
ー
ル
を
守
る
１
‐

　
「
一
人
は
皆
の
為
に
、
皆
は

丁
八
の
為
に
と
い
う
協
働
の

気
持
ち
を
育
て
る
’

　
「
身
体
を
勁
か
す
事
で
気
持

ち
を
開
放
さ
せ
る
’

　
ラ
グ
ビ
ー
は
ボ
ー
ル
の
弾

み
が
読
み
に
く
く
、
誰
に
で

も
ボ
ー
ル
を
持
つ
チ
ヤ
ン
ス

が
あ
る
の
も
良
い
点
。
少
し

激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、

「
仲
間
や
ル
ー
ル
」
意
識
の

芽
生
え
、
何
よ
り
も
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
重
要
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
も
特
徴
的
だ
っ
た
の
は

「
子
育
て
カ
ウ
ン
セ
ジ
ン
グ
’

の
実
施
で
し
た
。
臨
床
心
理

十
に
よ
る
毎
月
―
即
の
育
児

相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

往
園
の
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
子
育
て
家
庭
に
も
開

放
し
て
お
り
、
地
域
支
援
の

一
つ
と
言
え
ま
す
。
同
時
に
、

荘
園
の
保
護
者
に
刻
し
て
、

専
門
的
な
立
場
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
が
出
来
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
編
集
香
・
員
Ｊ
・
Ｆ
）

圭る！走る！
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1
○
ず

ビ
ク
ト
リ
ー
保
育
園

段
半
面
の
工
夫
で
苦
手
な
野
県
Ｏ
Ｋ
、
礼
儀
作
法
も

就
学
前
教
宛
て
吻
習
嘸
欲
狗
て
る
４
、
５
歳
児

　
ビ
ク
ト
リ
ー
保
育
園
は
平

成
1
4
年
４
月
、
定
員
6
0
名
で

堺
市
に
開
園
し
た
保
育
園
で

す
。
図
会
は
「
明
る
い
保
育

園
」
と
い
う
園
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
通
り
の
ピ
ン
ク
の

外
壁
で
す
。

　
開
園
当
初
は
子
ど
も
た
ち

が
日
々
生
き
る
喜
び
、
大
き

く
な
る
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
食

半
面
に
力
を
入
れ
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
特
に
青
野
菜
か
苦

手
な
子
ど
も
た
ち
に
は
、
味

付
け
は
も
ち
ろ
ん
、
や
わ
ら

か
く
煮
た
り
、
紬
か
く
切
っ

て
和
え
物
に
し
た
り
、
好
ん

で
食
づ
ら
れ
る
よ
う
ひ
と
。
－

夫
。
ま
た
、
夏
・
野
菜
の
ト
マ

大きなおいも収穫できた|!

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ピ
ー
マ
ン
、

ナ
ス
な
ど
を
育
て
、
食
べ
物

へ
の
愛
着
心
を
も
っ
て
も
ら

う
取
り
却
み
も
。
今
で
は
ｆ

ど
も
た
ち
は
煮
物
を
好
み
、

「
今
日
の
給
食
は
な
に
？
」

「
い
い
匂
い
が
し
て
き
た
’
・
’

と
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
園
全
体
で
話
し
合
い
取
り

組
ん
だ
こ
と
の
。
こ
い
、
一

人
ひ
と
り
の
7
.
ど
も
に
話
し

か
け
る
時
、
「
○
○
ち
ゃ
ん
」

と
名
前
を
呼
ん
で
ロ
を
見
て

・
話
す
こ
と
、
朝
夕
に
毎
ロ
座
っ

て
絵
本
を
涜
む
な
ど
渋
み
即

加
世
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を

ー
寧
に
「
聴
く
」
こ
と
を
心

が
げ
て
お
ら
れ
る
た
め
、
に

ぎ
や
か
に
「
先
生
あ
の
ね
、

聞
い
て
き
い
て
」
と
折
半
子

ど
も
た
ら
。
順
番
に
聞
く
か

ら
ね
、
と
保
育
生
か
子
ど
も

た
ち
の
話
に
耳
を
傾
日
る
｝
一

と
て
、
子
ど
も
た
ち
も
積
極

的
に
話
し
か
け
る
姿
か
う
か

が
え
ま
し
た
。

　
園
の
基
本
方
針
と
し
て
、

。
。
＝
‥
葉
遣
い
、
排
泄
、
手
洗
い
、

歯
磨
き
、
良
凛

の
マ
ナ
ー
な
ど

家
庭
生
活
の
荒

木
と
な
る
部
分

を
き
ち
ん
と
身

に
付
け
る
こ
と

を
犬
切
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
４
・
５
歳
児

ク
ラ
ス
に
な
る

と
、
お
茶
教
室

を
取
り
入
れ
、

茶
道
を
通
じ
日

常
生
活
の
礼
儀

作
法
を
学
び
、

就
学
前
教
育
と

し
て
英
会
話
や

文
字
、
体
育
指

導
、
高
卒
教
育

の
充
実
に
も
取

り
組
ま
れ
、
小

学
校
へ
の
学
習

意
欲
も
培
わ
れ

て
い
る
よ
う
で

す
。
　
（
編
集
委
員

　
　
Ｋ
・
Ｍ
）
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保
育
園
ア
ル

ン
西
島
取
替
学

舎
は
、
阪
南
市

公
立
保
合
図
民

営
化
に
伴
い
、

社
会
福
祉
法
人

夢
ら
ん
ど
二
田

（
泉
大
津
市
）

ア
イ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
・
ア
ン
ビ
ー

の
姉
妹
園
と
し

て
平
成
１
９
年
４

一
日
へ
定
員
１
５

０
名
で
開
園
、

平
成
2
0
年
７
月

に
は
鉄
骨
２
階

建
て
の
湯
池
な

園
に
建
て
替
え

ら
れ
よ
し
た
が
、

西
方
へ
少
し
ル

く
と
海
、
東
側

に
は
畑
を
ま
た

い
で
南
海
電
車

が
走
る
風
景
が

阪
南
市

保
育
園
ア
ル
ン
西
兼
子
子
犬
）

―
‐

浜
曜
次
く
回
呵
澱
び
を
エ
宍
し
禰
吊
で
の
ぴ
の
び

地
域
と
の
交
流
盛
ん
、
保
腸
者
に
は
保
扁
諒
闇

広
が
っ
て
い
ま
す
。
園
内
は

開
放
感
、
清
潔
感
に
溢
れ
、

心
地
よ
い
浜
風
が
吹
き
ぬ
け

る
園
庭
は
芝
生
で
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
気
候
の
い
い
時
期
は
、
乳

児
ク
ラ
ス
か
ら
幼
児
ク
ラ
ス

ま
で
み
ん
な
裸
足
で
遊
ぶ
。

ご
ざ
を
敷
き
、
ひ
な
た
ぼ
っ
・

こ
や
寝
っ
転
が
っ
て
い
る
だ

け
で
子
ど
も
た
ち
の
衷
情
は

満
足
気
だ
と
園
長
先
生
。
固

定
遊
具
な
ど
で
の
遊
び
に
比

べ
、
自
分
た
ち
で
遊
び
を
Ｌ

夫
し
、
相
談
し
な
が
ら
長
時

間
で
も
飽
ぎ
ず
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
保
育
理
念
に
「
健
康
・
愛
・

尊
重
」
を
掲
げ
、
「
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
人
を
育
て

た
い
」
が
モ
ッ
ト
ー
。
限
ら

れ
た
生
活
環
境
の
中
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
や
体
験
が
で

き
る
よ
う
、
米
袋
で
さ
つ
ま

い
も
の
苗
を
育
て
た
り
、
ブ

ラ
ン
タ
Ｅ
で
野
菜
作
り
な
ど

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
力
か
ら
は
、
れ
ん

げ
畑
や
じ
ゃ
が
い
も
鋤
り
に

招
待
し
て
も
ら
っ
た
り
、

一
や
ぐ
ら
曳
き
」
と
い
っ
た

伝
統
行
事
に
参
加
す
る
な
ど

園
見
た
ち
に
は
貴
重
な
体
験

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
と
の
関
わ
り
、

仲
間
と
と
も
に
育
ち
あ
う
姿
、

個
々
の
成
長
や
援
助
も
含
め

て
、
保
護
者
の
方
に
も
実
感

し
て
も
ら
う
た
め
、
全
ク
ラ

ス
、
保
育
体
験
を
実
施
。
実

際
に
ー
心
母
さ
ん
・
お
父
さ

ん
先
生
″
と
し
て
暦
日
、
保

育
の
現
場
に
入
る
機
会
も
没

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
立
時
代
か
ら
陪
わ
れ
た

「
お
ら
が
村
さ
の
保
育
園
」
の

伝
統
を
大
切
に
、
一
時
預
か

り
や
園
庭
開
放
な
ど
子
育
て

支
援
の
選
択
肢
の
拡
大
に
努

め
、
地
域
の
た
め
に
役
立
つ

園
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
編
集
委
員
Ｎ
・
Ｎ
）

子どもたちに人気の芝生の閑庭
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茨
木
市
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
安

威
保
今
回
」
で
は
、
3
0
年
ほ

ど
前
か
ら
保
育
に
サ
ッ
カ
ー

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
い

う
ま
で
も
な
く
体
力
づ
く
り

の
一
環
で
す
。
も
っ
と
も
サ
ッ

カ
ー
と
い
っ
て
も
、
　
Ｊ
リ
ー

グ
な
ど
般
の
ｆ
ッ
カ
ー
の

1
1
大
剛
と
は
違
い
、
保
育
園

で
は
６
大
制
で
す
。

　
理
由
は
簡
単
、
人
数
が
少

な
い
ほ
ど
一
人
の
子
ど
も
が

ボ
ー
ル
に
触
る
回
数
、
時
間

サッカーボールと触れ合う園児

たんぽぽ安威保育園

　　一茨木市

ｼﾘｰｽﾞ‾勧肺体カづくり|

保育に６人制サッカー取り入れ

｢頭を胆呪を扱う｣顛に炒せないﾌｧｸﾀｰ

ぱ
増
え
る
か
ら
で
す
。
ボ
ー

ル
に
触
れ
な
い
と
面
白
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
だ
け

ボ
ー
ル
を
扱
え
る
よ
う
６
人

設
定
に
し
ま
し
た
。
少
人
数

で
あ
れ
ば
、
定
員
規
模
が
小

さ
な
保
育
園
で
も
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
が
可
能
で
す
。

　
今
で
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の

Ｊ
リ
ー
グ
も
人
気
が
あ
り
、

日
本
代
表
が
Ｗ
杯
に
４
大
会

連
続
で
出
場
で
き
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
が
、
保
育
園
で

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
当
初
は
、

ま
だ
ま
だ
箆
及
し
て
お
ら
ず
、

サ
ッ
カ
ー
の
サ
の
宇
も
わ
か

ら
な
い
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
。

そ
ん
な
子
ど
Ｉ
ｂ
た
ち
が
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

最
初
は
ど
ち
・
ら
の
ゴ
ー
ル
に

シ
『
』
Ｉ
ト
す
る
の
か
も
わ
か

ら
ず
、
手
で
ボ
ー
ル
を
待
ち

走
り
山
し
て
し
ま
う
7
.
ど
も

も
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
継
続
し
て
い
く

う
ち
・
に
ル
ー
ル
を
理
解
し
始

め
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
１
ど
も
に
と
っ
て
サ
ッ
カ
ー

の
素
蜻
ら
し
い
と
’
」
ろ
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
足
で
ボ
ー

ル
を
扱
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
『
。

手
は
生
活
を
し
て
い
く
う
え

で
常
に
使
い
、
様
々
な
動
き

か
で
き
ま
す
が
、
足
は
普
段
、

歩
く
こ
と
や
走
る
こ
と
ぐ
ら

い
に
し
か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

足
で
ボ
ー
ル
を
思
う
ま
ま
に

扱
う
の
は
意
外
に
難
し
い
。

頭
で
意
識
し
な
い
と
扱
え
ま

せ
ん
。
「
顛
を
使
う
」
、
こ
れ

は
イ
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て

大
事
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
に
は

「
走
る
・
飛
ぶ
・
転
が
る
」

と
い
う
運
動
の
Ｉ
．
大
要
素
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
年
々
低
下
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
子
ど
も
の
運
動
能
力
。

低
年
齢
か
ら
の
運
動
は
大
変

重
要
で
す
。
サ
ッ
カ
Ｅ
を
楽

し
杓
こ
と
で
、
運
動
機
能
の

発
達
は
も
と
よ
り
、
神
経
系

の
成
長
も
期
待
で
き
る
と
恵
っ

上手に蹴れるかな？

普段の練習の成果を発揮！

的
。
　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
社
会
福

祉
法
人
か
手
が
け
る
先
進
的

な
取
り
組
み
５
事
業
に
つ
い

て
事
例
発
表
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
セ
ミ
ナ
ー

馬場耕一郎園長

て
い
ま
す
。

　
茨
木
市
で
は
2
7
年
油
か
ら
、

市
内
私
立
保
育
園
の
サ
ッ
カ
ー

入
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
『

こ
の
試
合
で
は
子
ど
も
た
ち

に
理
解
し
や
す
い
ル
ー
ル
が

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人

た
ち
の
判
断
よ
り
も
二
了
ど

も
た
ら
自
身
が
審
判
も
し
な

が
ら
、
試
合
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

ら
し
い
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る

環
境
作
り
が
、
私
た
ち
の
役

の
詳
細
は
（
福
祉
お
お
さ
か
’

３
刮
号
に
掲
載
）
。

　
５
参
業
の
う
ち
特
に
「
保

育
園
に
お
け
る
地
域
貢
献
事

業
」
に
つ
い
て
の
事
例
発
表

で
は
、
お
お
わ
だ
保
育
園
の

馬
場
徊
郎
園
長
か
ら
、
私

案
が
ス
タ
ー
ト
し
た
経
緯
や

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど

を
中
心
に
発
表
さ
れ
、
［
地

彼
の
申
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
保
育
園
が
担
え
る

の
で
は
な
い
か
。
大
阪
発
の

ホ
業
と
し
て
全
］
に
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
泉
佐
野
ル
ー
テ

ル
保
有
園
の
保
育
士
、
他
出

奈
々
そ
さ
ん
と
申
出
裕
子
さ

ん
が
意
見
を
発
表
。
池
田
さ

ん
は
「
相
談
者
に
安
心
感
を

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
ん
ぽ
ぽ
安
眠
保
育
園
で

は
２
種
油
の
圖
会
陰
で
替
え

に
伴
い
、
園
庭
に
大
熱
芝
を

植
え
ま
し
た
。
青
々
し
た
芝

生
の
ト
で
、
子
ど
も
た
ち
は

毎
日
の
よ
う
に
裸
足
で
ボ
ー

ル
を
蹴
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
様
々

な
経
験
が
、
子
ど
も
た
ち
を

大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
（
た
ん
ぽ
ぽ
安
威
保
育
園
Ｔ
・
Ｍ
）

中出裕子さん

に
喜
び
を
感
じ
る
。
実
践
を

通
し
て
自
分
の
経
験
と
し
て

活
か
せ
る
」
と
地
域
良
献
巾

業
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
出
さ
ん
か
ら
は

一
核
家
族
化
か
進
ん
で
い
る

中
で
、
保
育
園
が
地
城
に
対

し
て
何
か
し
な
目
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

収
り
組
ん
で
い
る
」
と
活
動

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
姿

勢
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
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プ
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完
よ
り

（
囲
顕
）

在
宅
子
育
て
家
庭
と
の

　
　
自
然
な
関
わ
り
重
要

　
－
子
育
て
支
援
研
修
会
で

　
　
枚
方
市
全
公
私
立
保
育

　
　
所
の
実
践
報
告

　
北
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
会
第
８

回
罫
育
て
支
援
研
修
会
が
１

月
2
5
日
、
守
ロ
ロ
イ
ヤ
ル
パ

イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
で
１
圭
１
名

　
弥
生
３
月
。
桃
の
節
句
は

桃
の
花
の
咲
く
頃
に
な
る
た

め
「
桃
の
節
句
」
と
言
わ
れ

た
。
明
治
６
年
か
ら
太
陽
暦

に
合
わ
せ
３
月
３
日
と
な
っ

た
。
眺
の
花
は
泉
州
地
方
で

は
桜
の
後
に
咲
く
か
ら
、
４

月
の
中
頃
に
行
わ
れ
て
い
た

モ
ノ
ら
し
い
。
桜
の
色
よ
り

。
段
と
濃
い
桃
の
花
の
咲
く

景
色
は
ま
さ
に
桃
源
郷
の
Ｉ
．
一
目

薬
通
り
。
岸
和
田
の
山
直

（
や
ま
だ
い
）
の
里
に
包
近

（
か
ね
ち
か
）
と
い
う
桃
源

郷
が
あ
り
、
・
ｒ
ど
も
の
頃
に

戯
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
３
月
日
日
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

は
、
日
本
特
有
！
・
人
に
モ
ノ

を
い
た
だ
く
と
お
返
し
を
す

る
日
本
人
の
心
か
ら
出
て
き

た
の
で
し
ょ
う
。
名
付
け
た

の
は
キ
ャ
ン
デ
ー
屋
の
業
界

な
ぞ
な
。
小
生
も
職
員
か
ら

の
参
加
者
が
集
い
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
枚
方
所

私
立
保
育
連
絡
協
議
会
か
ら
、

枚
方
市
全
公
私
立
保
育
所

（
園
）
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
保
育
所
（
園
）
ふ
れ
あ
い

体
験
」
や
「
枚
方
版
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
」
事
業
な
ど
、
行

政
と
の
協
力
体
制
の
申
で
進

め
ら
れ
て
い
る
地
域
に
即
し

た
子
育
て
支
援
の
実
践
報
告

の
義
理
チ
ョ
コ
の
お
返
し
は

キ
ャ
ン
デ
ー
で
の
う
て
得
意

の
佃
煮
・
漬
物
・
釜
め
し
な

ど
の
食
い
気
の
あ
る
も
の
に

し
て
、
本
音
で
喜
ば
れ
て
い

る
？
と
思
っ
て

い
る
。

　
欧
米
で
は
花

を
贈
る
ら
し
く
、

一
度
自
作
の
カ
　
Ｊ

ト
レ
ア
を
贈
る

う
か
と
も
考

Ｌ
９

た
が
、
数
、
大

小
、
花
色
が
不
　
Γ
－

揃
い
と
、
揉
め

ら
れ
て
も
困
る

の
で
断
念
。

　
今
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
あ
の
ス
ノ
ボ
ー
選

手
は
何
た
る
姿
だ
っ
た
か
！
・

日
の
丸
を
付
け
た
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
脱
げ
¶
・
と
言
い
た
か
っ

た
。
同
じ
日
本
人
と
し
て
恥

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
神
戸
松
蔭
良
子

学
院
大
学
の
寺
尾
陽
子
教
授

が
良
縁
報
告
を
踏
ま
え
た
こ

れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
寺
見
教
授
は
、
在
宅
了
育

玉
示
寂
に
は
、
枚
方
市
の
各

園
で
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
自
然
な
関
わ
り
（
会
話
や

育
児
相
談
な
ど
）
が
重
要
と

指
摘
、
こ
れ
か
ら
も
各
地
域

に
あ
る
保
育
園
・
保
育
十
が
、

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
的
な
存

在
と
し
て
の
役
割
を
押
っ
て

ほ
し
い
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ず
か
し
い
。
周
り
の
監
督
や

ら
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
の

か
？
昨
今
、
言
わ
れ
て
い
る

品
格
の
問
題
。
自
分
さ
え
よ

け
れ
ば
ど
ん
な
格
対
し
て
も

　　「句」

桃源郷を思う桃の花の咲く頃

　三陸貪官のメカブで

　トロロご叛、長官です！

良
い
も
の
で
は

な
い
。

　
私
は
、
若
い

方
の
茶
髪
は
お

断
り
し
て
い
る
。

子
ど
も
や
保
護

者
か
ら
「
先
生
」

と
呼
ば
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
服

装
は
大
切
で
あ

り
ま
す
。

　
元
々
ジ
ー
パ

ン
は
ア
メ
リ
カ

の
砂
金
掘
り
の
作
業
着
。
・

や
破
い
た
ジ
ー
パ
ン
な
ど
フ

シ
ョ
ン
化
し
て
い
る
が
、
一

修
会
に
参
加
す
る
服
装
で

な
い
と
考
え
て
い
る
。
園

のは研ア今

失
わ
れ
た
「
親
の
養
育
力
の

も
の
発
進
や
子
育
て
支
援
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
課
題
に

の
門
内
）

保
護
者
対
応
・
援
助
ス
ト
レ
ス

　
　
　
　
　
の
ポ
イ
ン
ト
学
ぶ

　
ー
理
事
長
・
園
長
研
修
会

　
　
『
保
護
者
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
と
、
援
助
の
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
河

内
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
長
・
園
長

研
修
会
か
２
月
1
6
目
、
シ
ェ

向
上
」
を
目
指
し
て
い
く
か
　
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
で
、
4
5
ケ

め
に
、
研
究
や
理
論
、
子
ど
　
園
町
人
が
出
席
し
開
か
れ
ま

く
く
く
ぐ
／
ｙ
ｊ
し
た
。

名
を
背
負
っ
て
の
参
加
で
す

か
ら
。

　
団
員
先
生
方
、
貴
方
が
笑

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
気
を
っ

け
ま
し
ょ
う
ぞ
¶
。

　
さ
て
、
期
末
¶
『
決
算
・
事

業
計
画
（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
地
域
貢
献
を
忘

れ
ず
に
）
一
年
間
行
事
予
定
・

人
事
・
新
入
園
児
受
け
入
れ
・

卒
園
。
今
年
か
ら
保
育
要
録

も
。
理
事
会
に
出
す
書
類
は

で
き
て
ま
す
か
？

　
春
は
、
貝
類
が
旨
い
。
若

芽
も
。
中
で
も
芽
カ
ブ
ー
4
0

年
来
の
東
北
の
友
人
に
「
春

の
た
よ
り
」
と
し
て
、
み
か

ん
を
居
る
と
１
週
間
後
に
は
、

三
陸
に
育
っ
若
芽
こ
牙
カ
プ

が
。
こ
の
芽
カ
ブ
を
ト
ロ
ロ

に
し
て
ご
飯
に
か
け
た
ら
最

高
―
・
旨
い
’
・
ご
飯
、
も
う
一

杯
’
・
。
　
（
Ｎ
・
Ｈ
）
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講
師
は
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
研
究
所
の
津
村
薫
氏
。

席
料
氏
は
自
分
自
身
の
感
情

を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
し
、

そ
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
対
人

援
助
者
に
は
必
要
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
津
村
氏
か
ら

「
怒
る
」
「
怒
る
か
も
」
「
怒

ら
な
い
」
と
い
う
３
つ
の
股

間
が
出
さ
れ
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
感
じ
た
ま
ま
の
答
え

を
選
び
、
そ
の
理
由
を
考
え

る
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
　
例
え
ば
。
怒
ら
な
い
」
を

意
思
表
示
の
選
択
肢
と
し
て

選
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
、

つ
い
て
、
寺
見
教
授
は
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｋ
）

「
二
度
と
そ
の
店
に
行
か
な

い
」
と
い
う
理
由
か
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
感
情
に
反

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
日
ご
ろ
自
分

の
感
情
を
ご
ま
か
し
て
生
活

す
る
こ
と
に
慣
れ
た
大
人
は
、

素
直
な
感
情
の
確
認
が
大
同

だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
反
応
に

は
３
種
類
あ
り
、
自
分
自
身

の
ス
ト
レ
ス
反
応
は
ど
の
タ

イ
プ
か
を
自
覚
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
解
消
方
法
も
見
出
せ
、

健
康
を
害
さ
ず
に
ス
ト
レ
ス

に
強
い
生
き
方
が
で
き
る
と

津
村
氏
は
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

　
　
　
（
編
集
委
員
Ｙ
・
Ｎ
）

ご　　娶行所

大li痢中央|･中吻1TII

大阪府社会福祉協議会

　保育部会

　大阪府保育協議会

　TEL（㈲6762－90肌

　　　発t）人
　永野治男

　　　編集人
　布薩和正




